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イ干言 本1 l  s c - 9 0 5 G ‖  1 2 8 0 M k u t ″ u r b 。 取 り扱 い説明 苔

0 . ス ペ シャル モー ドの設定
虫 と 出 鉾 単 争 出 輪 治 捧 挙 封 1 0 と, 1 ) 十M

l . H O I ″ D ( 「 u N C T I O N ) の 機 能 紹 介

① H O L D 十 二十 1  1 ■ I ⅢⅢ ● O N → モ ニ タ ス ピ ー ドH l  o F F → モ ニ タ ス ピー ド L O
H O L D + 1 ■ 2  1  4  2  Ⅲ ⅢⅢ o N → 全 モ ー ドス キ ャ ン  O F F → 単 モ ー ドス キ ャ ン
H O L D + 1 + 3  1 l  Ⅲ ⅢI 環1 3 1 ‐,  o N → 1 5 8 c h ス キ ャ ン    O F F → 8 0 c h ス キャ ン
H O L D + 1 + 4  1 , 中 ‐ 4  0 N → 容 き チ ャ ネ ル サ ー チ O F 「→ モ ニ ター サ ー チ

② HOL D + 2■ 1 分 l Ⅲ Ⅲ ■ ON→ 全 モ ー ド待 ち受 け  0「 F→ 普通 の待 ち受 け
HOL D + 2 + 2  2Ⅲ 2■ ■Ⅲ oN→ 企 群 番 号 リザ ー ブ  OF F→ リザ ー プ しな い
HOL D + 2 + 3  2■ |■3■ ‐ ON→ ス ペ シ ャル サ ー チ  OF F→ 普 通 の サー チ
HOL D + 2 + 4  2Ⅲ Ⅲ ―ホ:41  0 N→ サ ー チ リザ ー ブ   O F F→ リザ ー プ しな い

③ HOL D + 3■ 1 3 1  Ⅲ Ⅲ Ⅲ oN→ PTT離 す とヽ 呼 び 0『F→ PTI｀ で 再 呼 び しな い
HOL D + 3 + 2  ‐ 3■ 12Ⅲ,・■ ON→ 多 局 群 番 号 再 呼 び  OF「 → 普 通 の 再呼 び
HOL D + 8 + 3  3 ,● ‐3■ 1 0 N→ 30秒 に 4回

自動 再 呼 び ¬

H01 2 D + 3 + 4  ‐ ユ 事!i‐ 4 0 N→ 1分 に 一
口 自動 再呼 び 」 10稗 に

一
回 の 再 畔 ぴ

④H 0 1 , D + 4 ■3  1 4 田 | 口・3 ・Ⅲ O N → 1 分 通話モー ドで呼び出す ( 新モー ド)
H O L D + 4 + 4  4 □ □ⅢⅢ4  0 N → 小ゾーンモー ドで呼び出す ( 新モー ド)

固 H O L D + 5    □ 5 1 ャⅢⅢ o N → A T I S 信 号カ ッ ト O F F → A T I S 信 号送信
固 H O L D + 6    口 | キ6 ■■l  o N → 群 番 号 を解 読す る  O F F → 群番 号 を解 読 しな い
□ H O L D + 7    1 □ I ⅢⅢ 1 7 - 中‐ O N → タイマー カ ッ ト   O F F → 1 分 タイマー + リ ザー ラ
□ H O L D + 8    E l l Ⅲ  Ⅲ Ⅲ■ 8  0 N → 制御 信 号 を妨害す る O F F →制御信号 を妨害 しない

H O L D + 9 … ……… …… …… 動 作 音 を大 き く します
H O L D + 0 … ……… ………… 動 作 音 を小 さ く します 。動作 音 を消 します
H O L D  t t  C Q  ロ ロ 0 0 o  緊 急 コー ド呼 び 出 し
1 1 0 1 , 0 + M O N

H O L , D  t t   H O L D

H O L D t t    M

H O L D t t    C

l 1 0 1 , D  t t R E M O T E

オー トリコー ル ステー シ ョン

群 番 号 を吸 い取 る

免 許番 号 を吸 い取 る

強 制 t ダセ ッ ト

完 全 ノー マル

廷D   I I O  L  D  ① ～④  は 二段設定 になっています
l i  O  r , D  1 5 B ～1 0 1  は一段設定になっています
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2 . マ イク (変換 B (めX】 の キー の機 能

1電三雰王‖REMOTE Iを

3:|を 層i

モ ニ ター 中

‐ ‐  ~ 1     1 ~ ~ ~ ｀

1

主_|十とr_」十

せ~モニター|:|ヤ|

メモ リー シ フ

ス キ ヤ ン再 開

ユバ ン トDow D

連 続 再 呼 び

リセ ッ ト

ス キ ヤ ン停 l L

iサセ ッ ト

1 バう/ 1ギUp

ン 中

RESET

PTT モ ニ ター スキ ャ ン 中

3 . チ ャン ネル につ いて
球各ハ ン ドの チ ャ ンネル プ ラ ンは新 規格 対 応 にな っ て い きす
を4 チ ヤ ン ネル指定 面r 権で す ( 各バ ン ドの制 御 チ ャ ンネル は送イf i 不声r )
辛チ ン キー 入 力 に よ リチ ャ ンネル を設 定 します

( 送信 中 で も構 い ませ ん)

て,打)
0 5 1    +

一―」
M()N1    4 5 c llに

1

「‐呂

饉 ん構
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ヨ
　
も

一　
１
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ｒ
ｌ
て，と
．

中壬
申

□

申

8 1 +
|

「
‐―十一一――一-1

1土上上!

|

1 5 8 c h に

チ ヤ ン ネ ル 設 定

4.

承確 認 は C Q

待 ち受 けにつ いて
とメモ リー 1～ 8ま での 8局 待 ち受 け

M + 0  0 1 □ □ □ □

M+1  18‐ □!田IEl

Mキ ,2  2□ ‐口1口|□

M+3 31口 |□|□!ロ

M+4  41□ □|□‐日

M + 5  5 ‐ 日 E l 1 8 1 □

M + 6  6 □ □ 8 □

M + 7  7 □ □ ロ ロ

M + 8  8 □ □ □ □

M + 9  9 □ □ □ □

まで 出来 ます

待ち受 けな じ

l局 待 ち受 け

2

3

4

5

t;

7

串    ″

企 局待 ち受 け

〃

〃

″

〃

″

〃



5 .各 フ ァクシ ョン ( 1 1 0 Lい )機 能の説明

A .モ ニタースキャ ンに関す る操作

イ.モ ニ ターサーーチ速度 の設定

様モニ ターサーチ時のサーチス ピー ドをi段 階変 えます
やキー人 力、 タ イマー時間 まで変 りません

( 例)
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率
　

　

申

例

題

、 1回 りしてチ ャンネルの最初 ( 0 2 c h )なるとモー ドと

1 や □Ⅲ Ⅲ  単 モ ー ドス キ ャ ン

ハ . ハ▼―フモ ー ド

率 1 5 8 c h ( ハ ー フモー ド) ま で モ ニ ター ス キャ ン を行 な い ます 。
は 1 5 8 c h の チ ャ ンネ ル プ ラ ンは新規格 対応 です

( 例) 1 や ―や 【3 キ  1 5 8 c h ま で サ ー チ

1 1 は申E l  i Ⅲ1  8 0 c h ま で サ ー チ
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な
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が
　
一　
１
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I ユ 求 家 様

ユロ は 申 Ⅲ

111!|→■814   セッ ト

1 串 な車□ 解 除

I I  I スピー ドサー チ

r ″o ス ピー ドサ _ チ

二 . 々 きチ ャ

韓モ ニ タ

御
ど「

|
Hit耐十

|

ンネル サ ー チ

ー サ ーチ の逆 で 、 モ ニ ター サ ーチ が発 きチ ャ ンネ ル で 止 ま ります
― ― ―

]

|
4 1

|



●. 待 ち受 け及び リザー ブメモ リ機能 に関す る操作
イ. 待 ち受 け

球リセ ッ ト時 に、 どのモー ドか らでも、呼び出 しを受 ける機能です
中高速 にネバ ン ドの制御 チ ャンネル を帯 えてぃます ので、モ ニター

をした ときにはモー ドは一定 ではあ りませ ん

(例) 「 ―――~~

げ  1 1 1 0 L D
|

「
~ |

十 1  2 1 +

L  I

2 1 様 Ⅲ Ⅲ

2 □ Ⅲ 卓 串

2  t i 2 験串

2,!い||□IⅢIな

2 お な 3 本

2 ホ 強ロ キ

全 モ ー ド待 ち受 け

解 除

リザー プす る

リザープ しない

1

口。 リザー プ メモ リ

キ呼 び 出 しや再 呼 び 出 しを行 な って ぃ る局 の、群 番 号 、 チ ャ ンネ ル 、 モ ー ト
を リザ ー プ メモ リー に記憶 します

な待 ち受 け状 態 のみ に、機 能 が動作 い た します

ハ . ス ペ シヤル サーチ

球モニ ターサーチ時、 自分の群番号 と相手の群番 号が、 合って い るかを
調べ なが らサーチぃた します

岩なお  1 ' 4 8 面 待 ち受 けの まま使用で きます ので、倶楽部サーチに

(例と ,ri忘王子i]十
1 _ _ _ _ _ _ 十 一 ― J

(例とと!:::可十[ヨ十[E

スペ シ ャル サ ーチ リザ ー‐ブ

Ⅲ スペ シ ャル サ ーチ 時 、 セ ッ トします と
球群 番 号が一

致 します と、群 番 ; チ、 チャ

して サー チ を再 開 します

(例
と、十声る

~til十

りず 一ブ機能 が動作 ヒ′ます

ンネル、モ ー ドをリザー ブ

2 ■ は 申1 4  ス ペ シ ャル サ ーチ

リザー‐プ

2 ‐Ⅲ Ⅲ Ⅲ田 解 除

十
　

３

　

一

一
　

２

セ ッ ト

解 除

一
　

２

　

一
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C . 由 助 再呼 び 出 しに機 能 に関 す る挨 イ4 t

イ. 自 動再 呼 び

H O I ″ l D

中 P T T に よね 自動 再 呼 び 出 し機 能 です 、 P T Tを 離す 度 に再呼 び 出 しま す

(例 ) ,‐ ― ―――
i - 1  1 - +   3 1 お な お セ ッ ト

十 1 3

t―一i  3El求 は線 解 除

口.多 局 再 呼 び 十t i  tノ

率M lめ 、現 在 の メモ リーの 内容 まで の 多数 の群 番 号 を一
度 に再 呼 び 出 しを

行 な い ます

十 1 1

| 十1 毛| キ| サ1  2 ‐
2 卓串セット

|― !  [ - 1   2Ⅲ 8寄 凛 解 除

( 伊| )

げ 1 1 0 1 ″1 1 )

ハ . F l 動 再呼び出 し

中受信中 ち定時間 ( 3 0 秒) に 一回再呼び出 しを行な う機能です

(例) 「 一――十一
t  r~] F~~1   23■

ie t セ ット、
げ

ビユ上生|十七_lJ十
131     +
|―一―J  2お ■□中 解除

二 .白 動 再呼 び 出 し

球受信 中一定時間 ( 1分 )に 一回再呼び出 しを行な う機能です鯛と臣=卜回十[1‐:ti:t岳替
ト

※  H O L D + 3 + t う  と  1 1  0  i J  D 十【1 + 4  で 1 0 秒 に
J  l l H i 再

呼 び 出 し



D . 各 特殊機能 に関す る操作

イ. 新 規格 モ ー ド設定

と呼び出す相 手 ( 新規格の無線機) の モー ドを、 一分通話モー ドに設定

します

■ 1 日タ イ プ の 8 0 c h

く例 )  |  ― ― ‐ ―

0 ' l H ( ) r J  i 〕
|
t_ ____   __ _

の無線機 には関係あ りません

培呼び出す相手 ( 新規格 の無線機 ) の モ ー ドを、小 ゾー ンモ ー ドに設定

します

■旧タイプの8 0 c h の無線機は、呼び出 しを受付ない事が有 ります

] 「  1  4□
IE1 3様 セ ット

十 14 1+| :31

一 |  |一 - 1   4  E l i □!□Ⅲ 解 除

御
と|百

~志
i石1キ|五刊十1爾 438‐

4セット
と _ _ _ _ _ _ L__」 4 1 □□ 体□ 解 除

口. A 丁 l S 信 号カ ッ ト

章送受 信 の切 り替 え時 及び 、 よ分 に一 t J の制御 信 号 を 止め ます

球再呼 び 出 しには一
切関 係 有 りませ ん

□ 5 体 寄 林 セ ッ ト

ロロ| ■ⅢⅢ 解 除

韓群番 号 を解読す るか、 しないかの切 り替 えです

(例と臣三::|十と_:J
ハ . 辞 番 号解 読

(例と:=:引ギ可
□ |】‐6‐中■中:  セ ッ ト

E l , 田 体 中 解 除

二. タ イマー機能

な呼び出 された時の、 タイマー をl L めるか止めないの機能 です

様タイマー動作時↓よ、 1 分 で待 ち受 けに反 ります が、 この時

リザ ー ブ機 能 が動 作 します

( 例) 「 ― ―
□ Ⅲ Ⅲ 7 1 ■ セ ッ ト

B 求 怠□ ヽ 解 除

H ( ) 1 をめ | 十 1 7

十 _        r    l



ホ . 制 御情号妨存

申この機能 は制御信 号 ( 再呼び出 しの A T I S 信 号) を 待 ち受 け中に

A T I S 信 号 が受信 した と同時 に短 い無変調 をだ し、 その A T I S

信号 を積す という機能です

Ⅲこの機能の動作時は、待 ち受 けは しませ ん

(例 ) 「 十一一―_! 「 ~~

げ
 I  I I ( ) 1 ″

T 〕

へ . 動 作 音の 設定

Ⅲ動 作 音 が大 。中

( 例)  「  ― ―― ―

。  I  I I O  r 4 L 〕
|

II() Iコ  l!)

十 1 8

′卜α) ■段 階 に設定 出 来 ます

田 キ: ホ■8  セ ッ ト

□ Ⅲ Ⅲ ⅢⅢ□ 解 除

動作 語 六

動作音 中

動作 帝 小

キ

十
肝

i

9 1

- 十 一 !

卜. 緊 急呼び出 し

い緊急 コー ドでの呼び出 しを行な う機能です
本自動的 に緊急群番号 ( 新規格対応) を セ ッ トし呼び出 しまで行 ないます御と臣!::珂十[::]

チ . オ ー トリコー ル ステ ー シ ョン

申自動 的 に空 きチ ャ ンネル を探 し再 呼 び 出 しを行 な い、 同 一群 番 号

が入 感 します と、 ・定 時 間受 信 状 態 にな ります

比f臣::~中距:電`



り.群 番 移ヨ ピー

や相 手 の群番 号 を 自分 の メモ リー に記憶 し′ます
毒現 在 使 用 中の メモ リー記憶 します の で現 在 の メモ リー は消 え ます

(例 ) 「 ― 一 ―一一 i 「 ―~~~~¬

げ

世 Iと と_生」

十

世 呈_と

DI

ス. 免 許番 号コピー

8 相 手の免許番 けを吸 い取 って 白局の免許 に します
章も う 4 度吸 い取 るか ノー マル に戻す までそのままです

(例 ) 「 ―――――] rげと_111_呈J十七yJ
ル 。強 制 リセ ッ ト

承この機 能 は新規 格 の無線 機 対 応 のみ有 効 です 。 |ロタィプの80chの 無線機
には関係 有 りませ ん 。

球通 信状 態 に入 って い る無線 機 に関 して は リセ ッ トしませ ん ので 誤 解 の
無 い よ うに注 意 して 下さ い

球この動 作 を作 動 します と、約 3分 程 度 か か ります 。悪 戯 に よ る リセ ッ ト
を防 ぐ為 に特 別 な埋 式 で 256通 りの暗 証番 号 を送信 す るた め です

(例) 「 ――――一¬  「 ―~1

げヒ!呈上生PJ十世_」
ヲ. 完 全 ノーマル

■完全 ノーマル機 にす る機能 です
( 例

と

  [ i 司

十 隅 再 話 五珂

様電源 を切 らず にその まま使用 します とR O Mカ ー ドリッジ無 じ
( R O M無 し)送 信 が可能 です

ノ ー マ ル  送 信 で き る→スペ シャルで電源 を入れ ノーマル にす る
ノ ー マ ル  送 信 で き な い→ ノーマルのまま電源 を入れ る
ス ペ シ ャ ル  送 信 で き る→スペシャルの まま電源 を入れ る
ス ペ シ ャ ル  送 信 で き な い→ ノーマ′レで電源 を入れ スペ シャル にす る

おスペ シャル状態で電源 と切 る場合 M Oに 暗証番 号と入れてお くと、
次 に電源 を入れ る時 には スペ シャル状態 にな ります

率M Oと リザーブ機能 な どで使用 していますのでM Oに 暗証番号 が入って
無 い場合 には ノーマル状態で始 ま ります



6 . 特 殊 群 番 号 に つ い て

お特 殊 群 番 務 コ ー ドとは 、 o づも9 ( l o 進 数 ) で 、 無 線 機 本 体 の 内 部処 理 は
0 め

ヽ
もF ( 1 6 進 数 ) で 行 な っ て ぃ ます 。 そ の A ～ F ま で の コー ドが I ″E D の

I C に は い る と I ″E D ( 画 面 ) が 消 え て しま い ます
キこの、 A ～ 「まで画面表示 させ る場合 には御 H 4 じで ドさぃ。
特 別 に大改造致 します ( 改造料 は別等 にな ります)

ち¬十「ふ
十
1+|え

_ _ l   t _ _ _ _ _ |   | _ _ _
A A A A A

1 0進数

1

2

t〕

7

8

(〕

1()

1 1

ユ 2

1 3

1 4

1 5

B B ぬ B ! 聡

F「 ‐F‐FiF十 と

改造 しませ ん と

画 l t i 表示 しませ ん

― ―
)

→

→

―→

→

→

一ヽ)

ム
→

→

一学

→

→

一

髄

‐

２

３

‥

７

８

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

一

l c l

L _ _ _ |

．

Ｃ
　
一

十

中冊
」・∃

十「‐船
‐一

ば
―
―
Ｉ
Ｌ

十中日

Ｂ〓
庁‐的中‐」

Ａ〓

一　
Ｃ
　
一

ｒ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｌ

十「五十+
| _  1

[::卜[王卜1更十M MI十
|

M

― ― ― ― ― ― -1

110Lt〕

的

[互1+臣I:]十と:立]+
十日十回十

戸子ふ百]=c
t十一__」

C i C  C i C  C

EE‐ E‐E.E

RピMOTE

口
‐十一‐

十匝亜]十臣車]…十匝 ]

| ( 滑
|

こ 1 → ェ 「F
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リザー ブ メモ リーについて
Ⅲリザー ブメモ リーの使用方法は大 き く分 けて 3 通 りの使 い方 が有 ります

1 . 全 群番 号 リザー プのような遊び的な使 用法。
2 . ス ペ シャルサーチ リザープや呼び出 しタイマー リザーブのよ うな留守番機能
3 . 白 分でチ ャンネル ・モー ド ・群番 移を記憶 させて使 うチャンネル メモ リー

1 . 2 の 説明 は ファンクション機能 で説明 して有 ります
3 の 自分で設定す る方法につ いて説明 します

初め に、 リザーブ メモ リーは、色 々な機能で使用 されています ので、記憶 されて
います ので内容 が変 らないように以 下の スペ シ ャル機能 は設を し直お して下 さい

安葵事暑ル事ニチリザーブ : 1思i呂手を1を1 1 1 ]ス
ベシ
経係

設定
タ イマ ー カ ッ ト I:()IJ  I ) + 7 -― ― ― スペ シ ャル 設 定

リザ ー プ メモ リー に記憶 させ るには
" 0 ″

の キー を押 す こ とに よ り通 話状 態 の
チ ヤ ンネル ・モー ド ・群番 号 を記憶 します

↓記憶 させ た い群 番 号 をセ ッ トす る

↓記憶 させ た いチ ャ ンネル をセ ッ トす る

↓記憶 させ た いモー ドに 合わせ る

↓
" 0 ル

の キー を押す
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8. i ) ザ ー ブ状 態 の説 明

上|リ
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□
リザーブ を進め る

9 . テ ンキーの機能説明
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1 0 .特 定群番号 につ いて

群 番 号 通 信 用 途

F F 0 0 0 緊急通信用

F 0 0 0 0 交通情報用

F 0 0 0 3 高速道路通信用

F 0 0 0 5 近 接 車通 信 用 (小ゾー ンモ ー ド)

F 0 0 0 6 その他 1

F 0 0 0 9 その他 (小ゾー ンモー ド)

1  1 .  i だ L 癌 、 準 F i : 巧 試

魯本機 は蓋 を開 けると壊れ るシステムになって います ので、絶対 に蓋 を開 けない

ように して下 さい。
中蓋 を開 けた無線機 に関 しては一切無償 で修理致 しませ ん。

蓋 を開 けた形跡 がある無線機 に関 しては ■0万 円頂 きます 。
中本機 は当社 オ リジナル品です ので、他店で修理 します と一部機能 ダ ウンす る

ことが有 りますので注意 !・ 注意 !・ 注意 !
中本機 は呼び出 し用の ロム を入れな くても送信運用出来 ます が、電波法 に触れ

ます ので、 申請 を必ず行なって下 さい。
●本機 を悪用 しないように して下 さい。
中著作権法 によ り、説明書 の複製 を禁ず る。

12.揮 設 ジチ `つ 醍芽 言拝 瑠酢 卓勢 は

□□□□□ です。


